
 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本列島の各地では、ほぼ毎日どこかで、遺跡の発掘調査が進められています。

その成果の一部は、新聞やテレビなどのニュースでも報道されています。このよ

うな発掘はなぜ行われているのでしょうか？ また、遺跡の発掘調査から何が

わかるのでしょうか？ この講座では、考古学の基本的な理論を説明するなか

から、このような疑問について、鈴木康之教授がお話します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

講 師：県立広島大学 教授 鈴木 康之 氏 

時 間：両日とも１０：３０～１２：００ 

場 所：宇品公民館 ４階 研修室１ 

対 象：どなたでも（１回のみの参加も可）  

定 員：２０名（要事前申込み・先着順） 

参加費：無料 

申込み：９月 1７日(木)より受付開始。宇品公民館へ来館または電話で 

主 催：県立広島大学・宇品公民館 

（公財）広島市文化財団 宇品公民館 

広島市南区宇品御幸４丁目１番２号 Tel・Fax ２５３－２５２９ 

令和２年度 県立広島大学・宇品公民館連携公開講座 

◆第２回◆ １１月 ５日（木） 「埋蔵文化財と発掘調査」 
日本列島の各地で実施されている発掘調査の大部分は、開発に伴う調査であり、多くの

遺跡は調査後に消滅する運命にあります。そうした問題や課題について考えます。 

◆第１回◆ １０月２９日（木） 「考古学の目的と方法」 
考古学とは物質資料によって人間集団の過去を復元する学問です。その基本的な考え方

や方法についての講座です。 

広島大学大学院文学研究科博士課程後期 

単位取得退学、博士（文学） 

1987 年より開設準備室から県立歴史博物館

学芸員として企画運営に携わる 

2014 年より県立広島大学にて教鞭をとる 

以下のいずれかに該当する場合は、参加しないでください。 

◎発熱や軽度であっても咳・咽頭痛などの症状のある方 

◎過去２週間以内に発熱や感冒症状で受診や服薬等をした方 

◎過去２週間以内に感染拡大している地域や国への訪問歴がある方 

また、持病のある方や健康や体調に不安のある方は、参加を控えてください。 

参加にあたっては、必ずマスクを着用してください。 
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